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ESD推進ネットワーク全国フォーラム2021
分科会②「SDGｓを活用した教育×地域のチャレンジ

小学校における脱炭素教育
ユネスコ協会によるコーディネート事例

キリバス共和国の小学校との交流学習
War Memorial小学校×気仙沼市立鹿折小学校

2021/12/11
公益社団法人 仙台ユネスコ協会 内藤 惠子
映像提供・翻訳 日本キリバス協会 ケンタロ・オノ
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1947年設立
世界初の民間ユネスコ
協会 74周年

ユネスコの精神を民間
の立場で支援する
草の根の活動

2011年
東日本大震災

世界中から
30000通の応援
メッセージ

2017年
設立70周年記念式典

IPPC議長パチャウリ氏
ESD/SDGｓ委員会新設
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②次世代育成
青年部活動の活性化

①With コロナのESD
SALON&ZOOM講座
SDGｓの学びを身近に

③SDGｓに具体的な行動を
キリバス民間ユネスコ協会
設立プロジェクト
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①With コロナのESD SALON&ZOOM講座
SDGｓの学びを身近に2020

● 一緒にユネスコ活動を考えま

しょう
● こころの音
● The future we want（私たちが望
む未来）～キリバスと今年の日
本の夏から見えること～

● ZOOMを通した国際交流「食・
郷土料理紹介」

● 仙臺まちなかシアターという
演劇活動～withコロナ時代の
「文化活動」とは～

● 日本文化に触れる「生け花」
● ZOOMを通した国際交流「子ど
もの頃の遊び」

● 市民が守り育てる公共施設～宮
城県美術館の現地存続活動～

● みんなで生きいき音楽療法
● ZOOMを通した国際交流「各地
の祭り」

2021

● 心の中に平和のとりでを築
くとは？

● イタリアから見た支倉常長
「慶長遣欧使節の歴史的意義
～ヨーロッパで変わりつつ
あった世界観の中での慶長遣
欧使節」
「イタリアにおける常長の足
跡【使節団を見つめる目：使
節団観察記録】から」

● 「正しく知りたいESDと
SDGｓ」

● みちのく潮風トレイル
● Xmasスペシャルコンサート
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②次世代育成 青年部活動の活性化
海外とのオンライン交流

イタリア：ベルガモ大学大学院

日本語学科の学生とのZOOM交流

仙台青年会議所主催

児童対象体験学習への協力

ユネスコ活動の学び直しと
Meeting での仲間意識醸成
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(新設）キリバスユネスコ協会 互いのリスペクトでの協働 (発祥）仙台ユネスコ協会

SDGs for 2030

キリバス共和国内のユネスコ活動の啓発
ユネスコスクールの活動を活性化

日本国内のSDGs達成のための教育の推進
児童生徒・学生・市民

キリバスを切り口に
地球の課題に取り組む

キリバス民間ユネスコ協会設立プロジェクト

実践1 授業プログラム作成
汎用性にこだわり教科の指導計画

作 成 目 的 新学習指導要領に明記された 「持続可能な社会の

担い手育成」 に向けた学校教育プログラムの創出

内 容 汎用性のあるプログラムとして教科指導案の作成

作成協力者 仙台市立小学校教員 自主研究グループ

作成指導案 小学校6学年社会科

小単元名「世界の未来と日本の役割」

指導時数7時間

授 業 実 践 2021年2月～3月

実践2 ユネスコスクール間交流
気仙沼市立鹿折小学校×War Memorial小学校

実践3 キリバス共和国×仙台 市民文化交流

実践4 青年部による映像制作
・日本紹介
・若者の生活紹介
・民間ユネスコ活動紹介

③SDGｓに具体的な行動を



キリバス共和国 1979年英国から独立
人口：約12万人

全33島
公用語：キリバス語・英語

←5000km→



仙台ユネスコとケンタロ・オノ氏との出会い



一般社団法人日本キリバス協会

• 2017年8月に宮城
県仙台市に設立

• 地域ESD活動拠点
として2021年登録

日本唯一のキリバス専門団体



第1回ユネスコカレッジESD講座（2018．9）



赤道

東経 180度

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/pub/pamph/pdfs/shimaguni04.pdfを加工

キリバスは世界で唯一
地球の東西南北すべて
またぐ国

つまり地球
そのものです

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/pub/pamph/pdfs/shimaguni04.pdf
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美しい島々と



美しい人たち



平均の海抜が1.5～2m程

最悪の場合
2050年に人が
住めなくなる
可能性も

地球温暖化・
気候変動により



キリバス民間ユネスコ協会設立プロジェクト
2020 設立予備調査プロジェクト
2021 設立支援準備プロジェクト
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今後の教育・文化分野
での連携に大きな期待

レーシナ・カトキターさん

キリバス教育省

政策・計画・研究開発局長

フェニックス諸島
保護海域

地球と人類への貢献

世界自然遺産登録
ユネスコスクール加盟

アノテ・トン
前キリバス共和国大統領

アニータ・ユメミ・ジョングさん
（写真右）

ヒマワリ・エンタープライズ

キリバスの文化を外国
に紹介したいと思って

いる若者は多い

2020 設立予備調査プロジェクト ヒアリングから



学校(ユネスコスクール）間交流
タラワの小・中学校は、全てユネスコスクール

気仙沼市立鹿折小学校首都タラワのWar 
Memorial 小学校



なぜ気仙沼？ なぜ鹿折小？

• キリバス共和国と気仙沼の共通性
• 日本のカツオ一本釣り漁従事者の半数がキリバス人
• 気仙沼のカツオ船にもキリバス人が乗り組んでいる
• 気仙沼円卓会議
• ユネスコスクールとして連携
• 海と生きる探究活動
• 気仙沼ＥＳＤ/ＲＣＥ推進委員会＝地域ＥＳＤ拠点



2020

学校間交流 9／6（ケンタロ氏による講座～児童）
War Memorial小学校気仙沼市立鹿折小学校×
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学校間交流 9/6（ケンタロ氏による講座～教職員）
War Memorial小学校気仙沼市立鹿折小学校×

宮城県北部
鰹鮪漁業組合
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キリバス国内でも大きく報道 キリバスニュースター紙10/15
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学校間交流 9/28（教員交流）
War Memorial小学校気仙沼市立鹿折小学校×



2424

キリバス国内でも大きく報道 キリバスTVニュース 10/22

24
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キリバス国内でも大きく報道 キリバスニュースター紙10／29
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児童交流 11/12 3年生

テーマ 鹿折の宝「浪板虎舞」を知ってもらおう
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鹿折小学校「海と生きる探究活動」
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児童交流 11/12 4年生

テーマ 「命をつなぐ鹿折川」水辺の環境を守るために考えたことを
伝えよう
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鹿折小学校「海と生きる探究活動」
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児童交流 11/19 5年生

テーマ 「世界につながるわたしたちのふるさと」 キリバスや外国の方々に
気仙沼市の産業が支えられていることを知ってもらおう
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鹿折小学校「海と生きる探究活動」
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児童交流 11/19 6年生
テーマ「海と生きる気仙沼市」未来のふるさとを守るために学んだ
ことを伝えよう
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鹿折小学校「海と生きる探究活動」
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地域民間ユネスコの役割＝SDGｓコーディネーション
グローカルな視点＝Think globally, act locally

地域レベルでの活動の促進
国内・海外への情報発信と連携
ユネスコ協会間のつながり強化
他のステークホルダーとの重層的なネットワーク形成

・ユネスコ憲章に則った活動
・仙台ユネスコ協会の持つ歴史と実績民間ユネスコ協会連盟のネットワーク
・ユネスコスクールのネットワーク
・ユネスコスクールを支援するネットワーク（ASPUnivNet）

・地域のネットワーク（気仙沼円卓会議）
・ESD活動拠点間ネットワーク

・実際の交流から学ぶこと
・交流から新たに生まれるもの
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地域民間ユネスコの役割＝SDGｓコーディネーション
グローカルな視点＝Think globally, act locally

■東北地方のグローバル化に貢献してきた歴史
海外と直接つながり、地域を活性化し、グローカルな意識をもった人材育成を

■社会教育⇒地球市民としての意識醸成

ユネスコのもつネットワークを活かし、学びのハブとして

■学校教育⇒多様な他者と協働した探究的な学びなどを通じ、持続可能な社会の創り手
として必要な資質・能力を育成（文部科学省 令和の日本型学校教育）

コーディネーターとしての役割
ユネスコスクール支援⇒ユネスコスクールから全ての学校に支援を拡大

地域レベルでの活動の促進
国内・海外への情報発信と連携
ユネスコ協会間のつながり強化
他のステークホルダーとの重層的なネットワーク形成


